
 

平成 30 年度エコ事業所表彰（平成 29 年度取組結果分） 

審査基準と審査委員長コメント 
 

 

１ 審査基準 

(1) 電気使用量の削減部門 

電気使用量の削減による CO2 排出量の対前年度削減率（原単位）や実施され

た取組等を勘案の上、他の模範となる取組を実施した事業所を選定。 

(2) 自動車燃料使用量の削減部門 

自動車燃料使用量の削減による CO2 排出量の対前年度削減率（原単位）や実

施された取組等を勘案の上、他の模範となる取組を実施した事業所を選定。 

 

    

 

(3) その他の地球にやさしい（環境に配慮した）活動部門 

創意工夫されている、組織内で浸透している、継続性がある、地域との関わ

りが深い等の観点から、他の模範となる取組を実施した事業所を選定。 

 

２ 被表彰事業所 

   別紙「平成 30 年度エコ事業所表彰（平成 29 年度取組結果分）被表彰事業所一

覧」のとおり。 

 

３ 審査委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 氏 名 所 属 等 

委員長 二渡 了 北九州市立大学国際環境工学部 教授 

委員 西川 靖彦 一般財団法人省エネルギーセンター九州支部 事務局長 

〃 古賀 宗次 福岡県地球温暖化防止活動推進センター長 

〃 野中 正浩 福岡県環境部環境保全課長 

※ 原単位  電 気：電気使用量÷電気使用量と密接な関係を持つ値（例：延床面積、生産量）

自動車：CO2 排出量÷自動車使用台数 



４ 審査委員長コメント（北九州市立大学国際環境工学部 二渡 了 教授） 

(1) 総評 

   平成 19 年度に募集を始めた「エコ事業所」については、現在約 3,500 以上

の事業所にご登録いただいています。 

取組結果を報告いただいている事業所の数も年々増加しており、省エネルギ

ー・省資源等の地球温暖化防止への取組が、多くの企業に広がっていることを

実感しております。 

   「エコ事業所」は、あらゆる業種・規模の事業所を対象としているため、各

事業所の取組内容や結果を一律に評価することは困難ですが、「電気使用量の

削減部門」及び「自動車燃料使用量の削減部門」については、原単位の削減率

を比較した上で、取組の多様性やモデル性といった観点から、優秀な取組を行

っていると認められる事業所を選定しました。 

   また、「その他の地球にやさしい（環境に配慮した）活動部門」については、

活動による CO2 削減効果が見られるかや、他の事業所の参考となる創意・工夫

があるか、継続性があり、地域との関わりが深い取組であるか等を基準に審査

し、優秀な活動を実践していると認められる事業所を選定しました。 

   事業所における地球温暖化防止の取組を継続して進めていくためには、代表

者のみならず全従業員の方の理解と協力が必要不可欠です。また事業所におけ

る、省エネルギー・省資源を実現することは、環境保全への貢献だけでなくコ

スト削減にもつながります。 

   今回、受賞された事業所の皆様のご努力に敬意を表しますとともに、被表彰

事業所の取組を参考に、県内の事業所の省エネルギー・省資源の取組が今後

益々広がることを願っております。 

 

 (2) 各部門の最優秀事業所の評価 

  ア 電気使用量の削減部門 

事業所名 有限会社藤光建設〔久留米市〕 

評  価 

事務所内の配置換えによる自然光の活用や各机の照明の使用

など、特にソフト面での創意・工夫に優れ、大きく電気使用

量を削減していることを評価しました。 

   

イ 自動車燃料使用量の削減部門 

事業所名 和新工業株式会社〔筑前町〕 

評  価 

エコカーの導入に加え、事前に効率的な走行ルートの確認、

３S（整理、整頓、清掃）活動による作業の効率化等、ソフト

面の取組も実施し効果を挙げていることを評価しました。 

 

ウ その他の地球にやさしい（環境に配慮した）活動部門 

事業所名 九州林産株式会社〔福岡市〕 

評  価 

古紙リサイクル 100%の取組や、グリーン調達の推進、独自の

環境データ管理システムの構築、地域での清掃活動の実施等、

多岐に渡る取組を実施していることを評価しました。 

 


